
みんなで食
た

べよう!! 家康
い え や す

公
こ う

メニュー
令和７年１月 岡崎市教育委員会

もっと家
いえ

康
やす

公
こ う

“ど”まんなかプロジェクト 令
れい

和
わ

６年
ねん

度
ど

「家
いえ

康
やす

公
こ う

メニュー」第
だい

２弾
だん

！

西暦
せいれき

１５４３年
ねん

１月
がつ

３１日
にち

(旧暦
きゅうれき

１５４２年
ねん

１２月
がつ

２６日
にち

）は徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

公
こう

の誕
たん

生
じょう

日
び

です。それにちなんで給
きゅう

食
しょく

では「家
いえ

康
やす

公
こう

メニュー

（第
だい

２弾
だん

）」を提
てい

供
きょう

します。家
いえ

康
やす

公
こう

が好
この

んで食
た

べていた食
しょく

材
ざい

やゆか

りのある食
しょく

材
ざい

を使
つか

った給
きゅう

食
しょく

です。

麦
むぎ

ごはんは、ビタミンや無
む

機
き

質
しつ

が豊
ほう

富
ふ

です。家
いえ

康
やす

公
こう

は、健
けん

康
こう

に過
す

ごすために麦
むぎ

ごはんを好
この

んで食
た

べていたそうです。

季
き

節
せつ

の 食
しょく

材
ざい

と八
はっ

丁
ちょう

みそを使
つか

った栄
えい

養
よう

たっぷりのみそ汁
しる

です。今
きょ

日
う

は、にんじん・

かぶ・ごぼうの「根
ね

を食
た

べる野
や

菜
さい

」３種
しゅ

類
るい

と白
はく

菜
さい

・なす・大
だい

根
こん

葉
ば

・ねぎ・三
み

つ葉
ば

の

「葉
は

を食
た

べる野
や

菜
さい

」５種
しゅ

類
るい

を使
つか

っています。家
いえ

康
やす

公
こう

は、赤
あか

みそや八 丁
はっちょう

みそなどの大
だい

豆
ず

から作
つく

られる豆
まめ

みそを好
この

んで食
た

べていたといわれています。

今
こん

回
かい

のにんじんは、岡
おか

崎
ざき

市
し

合
ね

歓
むの

木
き

町
ちょう

（六
む

ツ
つ

美
み

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

区
く

）で有
ゆう

機
き

栽
さい

培
ばい

されたにん

じんを使
し

用
よう

しています。

岡
おか

崎
ざき

市
し

生
う

まれの八
はっ

丁
ちょう

みそを使
つか

った「みそだれ」をヒレカツにかけて食
た

べます。

家
いえ

康
やす

公
こう

の 魂
たましい

を受
う

け継
つ

ぐ岡
おか

崎
ざき

っ子
こ

のみなさんは、これで元
げん

気
き

もりもりですね！

麦
むぎ

ごはん

三
さん

根
こん

五
ご

菜
さい

みそ汁
しる

八
はっ

丁
ちょう

みそヒレカツ

家
いえ

康
やす

公
こう

が好
この

んで食
た

べていたという静
しず

岡
おか

県
けん

の特
とく

産
さん

品
ひん

である「麻
あさ

機
はた

れんこん」と静
しず

岡
おか

県
けん

の駿
すん

府
ぷ

城
じょう

で家
いえ

康
やす

公
こう

が 自
みずか

ら 植
しょく

樹
じゅ

して育
そだ

てた梅
うめ

の木
き

をイメージした 料
りょう

理
り

です。れ

んこんの 食
しょっ

感
かん

や梅
うめ

の風
ふう

味
み

を感
かん

じてみてください。

家
いえ

康
やす

公
こう

は、お 客
きゃく

さんを招
まね

いて抹
まっ

茶
ちゃ

を楽
たの

しむ。

茶
ちゃ

会
かい

をよく 行
おこな

っていたそうです 給
きゅう

食
しょく

では

抹
まっ

茶
ちゃ

プリンで楽
たの

しみましょう。

れんこんの梅
うめ

おかか和
あ

え

抹
まっ

茶
ちゃ

プリン

実じ

っ

施し

予よ

定て

い

一い
ち

月が
つ

三さ
ん

十
じ
ゅ
う

一い
ち

日に
ち

皆
みな

もしっかり

食
た

べて健
けん

康
こう

な

体
からだ

作
づく

りじゃ。


